
第１回オープンスクエア（平成２１年９月１３日） 

１班（６名）５８件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元市民 

気づかない（客観的）

（育ててくれる人） 

近隣市町村住民 

（育ててくれる人） 

観光客 

（育ててくれる人） 

小田原に仕事に 

来ている人 

外国人就労者 

・町への生活の関わり方～ルール 

・言葉を学び合える 

・助け合い 

・良さ 

・改善点 

客観的な 

意見の反映 

市外の方々 

自治会長 

（ＯＳに参加してもらいたい人） 

とにかく接点を持つ 

触れ合う場づくり 

各役割の境界を 

低くする 

学校関係者 

ＰＴＡ 

つなぎ役 

家族 

教育経験者 

地域のつなぎ役 

これからの 

子供達 

学生 

学校関係者 

子ども 

学生 

若い人 
・学生（高・大学）

・就職している人 
・フリーター 
（バイト生） 

子育て世代の人 

３０代～４０代 将来の現実／理想を 

育てる教育（価値観） 

子ども会 社協 

ボランティア 

団体 

市民活動団体 

弱い立場の方々を支え

るサポ ートしている

方々 

（例：障害者、寝たきり）

老人会 

団体 

企業の人 商店街の商店主 

商店街の方々 

農業従事者 

（農、酪、漁、etc.）

駅の方 
・小田原 

・ＪＲ 
・大雄山 後継者不足 

（農業/農地が荒れ

農水産業の 
方々 

地産・地消の推進 

（イベントなど） 

伝統文化を 

守っている方々 

特産品づくり 

（観光客の増加に 

つながる） 

地産地消の推進!! 

自然・環境を 

守り続ける人々 企業関係 

市民の代表 

リーダーシップ 

議会 議員さん 

議会 

行政 市の職員 地域住民 
＋ 

市職員 
＋ 

議会 

仲間として 

広報活動 

アピール 市の職員 

市民の具体的な 

声を的確に取り 

上げる、聞き取る 

（行政） 

農業の担い手への 

支援・補助 

団体への支援 

（お金ではなく、

 イベントなど）

“小田原らしさ” 
としての文化・ 

存在 
（芸術文化） 

行政 

作家 
アーティスト 

・美術 
・音楽 
・その他 
・文学 

お坊さん 

・歴史を知る 

・楽しむ(音楽・アート)

・聞く 

知る＝愛すること 

につながる 

自治意識 
（市民意識 
の改革） 

市民が、この地域は 

自分たちが構成してい

る社会であるという 

自治意識を強くもつ 

こと 

イベント化 

結局、市民 
の参加意欲 

このＯＳの 

場になるべく 
多くの人に 
来てもらう 



第 1回オープンスクエア（平成 21年 9月 13日） 

2 班 （７名） ３３件 

 

 

 

・ 市民（生活の中で） 

・ まち作りは市民全員に権利と義務が有る。 

・ 市内の自治に不満を持っている人。 

・ 自分の生活を豊かに楽しくしたいと思う人。 

・ 将来の担い手 若者。 

・ 選挙権はないけど子どもたち 

子どもがたくさんいる街は希望がもてそう。 

・ 大人（成人、社会人） 

・ 自分の生活を豊かに楽しくしたいと思う人。 

全ての市民 

 

・ 観光する人。 

・ 市外から通勤通学している人。 

市外 

 

・学校の登下校時に子どもたちを見守る。 

・ 地域の人たち。 

・ 自治会への全員参加が必要。 

地域 

 

・ 行政は市民の声を聞き市民の生活が改善できる様

努力（課長どまりになっている） 

・ 市職員（企画、実行、調整、・・・） 

・ 役所 

・ 議員 
行 政 

 

・ 消防署の職員と地域

で活躍する消防団 

 

 

・ 納税者 

・ 個人 

・ 法人 

 

 

・ 農業（田畑、果樹園） 

・ 漁業 

・ ささやかに林業 

第一次産業 

 

・ オープンスクエア⇒カタカナでなく漢字にして 

・ 自治基本条例を作成したあと、具体的にどのような変

化があったかを教えてほしい。 

・ オープンスクエアを日本語表記にすべきである。 

・ 自治基本条例のほかな街の事例とその後どうなったか

を知りたい。検証したら？ 

・ この作業をやってどうなるのか。「先が見えない」とや

る意味あるのか？ 

・ 市民の中に多くの人材がいる。その人材がうまく活用

されてないので、隠れた人材を発掘し、市民教育の担

い手になってもらう。 

・ 子供会やPTA、自治会に加入する人が減少している。こ

れは、それぞれ団体に対する魅力がないためでは。ど

うするのか。人材育成が大切。 

・ 自治基本条例に(分野的に)入れてみる。 

自治会を全世帯加入または、自治会をやめる／NPO にす

る？ 

その他 



第１回オープンスクエア（平成２１年９月１３日） 

３班（６名） ４７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田原市役所 

小田原独自の実行 

行政 

市役所 

・地方行政としての

 役割 

・この先の政策活動

議会 

市民の代表として 

まちづくりに 

対して意見をする 

議会 

行政 

議会 行政 市立病院 

市民の人の利用 

便利にしてもらいたい 

子ども会 

地域活動に初め 

て参加する会で、

特に役員の方々 

の活動は、大変 

だと思います。 

地域団体 

子供会 

自治会 

単位、連合 

自治会 

地域に貢献して 

活動をしている 

ＰＴＡ 

子供育成の 

環境づくり 

各地域の自治会 

自治会からの 

声を聞いて参考 

にしてほしい 

自治会 

①2)行政との 

関わり 

自治会役員 

諸団体の 

役員 

①2)地域生活の 

支え 

自治会役員 

ＮＰＯ等の活動者 

ＰＴＡ活動 

消防団 

防災、防犯

商店街 

ボランティア団体 

ＪＮＥＴ 

ＪＣ、 

商工会議所青年部、

農協青年部、 

建協青年部 

ＪＣ（日本青年

会議所） 

地域の防災活動

の広報活動 

商工会議所 

商工業、 

街の発展 

①1) 

リタイアしてボラ

ンティア活動して

いる人 

リタイアしてシル

バー大学などで生

涯学習している人 

建設業（団体）

災害（大雨、

台風、地震）

の復旧作業 

各種 

防災ボランテ

ィア団体 

おやじの会 

地域連携 

子供を育てる 

祭り団体 

ボランティア 

団体 

問題意識をもっ

て自分達でまち

を良くしていこ

うと動いている

方たち 

ＮＰＯ各種 

市民 

〈歴史的にみて〉 

自由とリベラルを 

進取の気性、開かれた 

小田原 

閉鎖的になったのは明治 

から。とくに戦後 

人材の輸出地 

子育て中の人 

最初に市役所と 

関わりを持って 

くる世代 

市内在住の 

無職年金生活者 

貢献等は各種 

ボランティア、

消費者 

①1) 

自営の人、会社等 

経営の人、勤め人、 

諸団体の会員・役員 

①2) 

面倒なことは、役所

に任せておけばよい

とする依存心の人た

ちが多数 

行政の消費者・受益

者が多数 

市内の勤労者 

貢献：町内のボラン

ティア、納税者 

小田原市民 

市民の声を聞いて 

良い事は進める 

市内在住、市内通学

の中・高校生 

貢献は消費者、ボラ

ンティア、友情 

市内の乳児～小学生 

現在の貢献は消費者

として 

市内在住の市民 

特に主婦 

貢献は近所づきあい、

各種ボランティア 

①1) 

市域外に通勤して 

仕事をしている 

サラリーマンも多い 

市民で 

まちづくりに 

意見を持たない人 

貢献：消費者 

   ＝生産者を助

けている人 

都会で働く人 

小・中学生 

老人 

外国人 

ハンデの 

ある人 

学生 

期待をこめて 

大学ができ、人数

は増えているが、

まちづくりには 

現在は関わって 

いない 

「小田原生まれの 
 小田原育ち」と 
言っても、小田原に 
来住して長くても 
４代目位。 
１～２代目の人たちが 
多い 

①1) 
仕事で、結婚で小田原に
来て、小田原に「ホレコ
ンデイル」人たちの 
ボランティア活動に 
気づく 



第 1回オープンスクエア（平成 21年 9 月 13日（日）） 

４班 （６名） ４１件 

 

 

・ 子供達 

・ 生徒会（学生、中学生）

・ 小学生～大学生 

【ボランティア参加】 

子供 

 

・ 教育者（学校先生等） 

・ シルバー人材センター 

・ 定年退職したサラリーマン OB 

＝ 地域活動、ボランティア 

・ 定年退職者(高齢者)、主婦層含む 

大人 

・通勤通学している市民以外の人 市民 

 大人 町の活性化 

    子供を守る育てる 

小人 どんな町にしたいのか 

   興味を持たせる 

 

・ 法人の建物がある所は、その建物（ビル）

のオーナーに草取り（ゴミとり）などお

願いする。（社員でやって頂くなど） 

・ 農業 （農業＋消費者＋流通者）集合体

・ 商店会 

・ 工芸職員――――消費者 

     問屋さん 

 

事業者 

 

・ 市内にゴミをちらかす人はいつも決まっ

ています。見たときに市民が皆で注意し

て「バッキン」など出来る様な条例 

・ 自治会加入者 

・ PTA 

・ 地縁団体の皆さん 

・ 隣組（隣人）、自治会、公民館関連、各種

団体 

・ 子育てを終えた主婦、自治会等 

・ 様々なコーディネーター 

・ 行政――市民 

    （民生委員、緑化コーディネーター）

地縁団体 

 

・ アパート住民、地域のイ

ベント 

・ 自治会未加入者（地域の

イベント） 

無所属 

 

・ サークルに参加している人達 

・ 趣味 

・ 問題別自由に集まった○○人 

・ 寺 磁力を出して電機の配線に流して

いる。 

・ NHK と４チャンネルの周波数に入り込

んで悪事 

 

・ 議員の後援会 

・ 外国人団体 

・ 宗教コミュニティ 

 

市民団体 重要組織 

・納税者（市民） 

・議員(議会)、行政者(市役所) 

関
わ
り
方 

身近 行政 

・ 草取りの例 

・ いちばん近くの人 

・ となりの人 

・ 個別条例を考え、それを支えるには

基本条例 

・ 個別条例のつくり方を市民によって

容易にする。 

・ 市役所等行政 

 ある程度の道スジを作る。 

・ 関わり方 

宣伝、情報発信、管理部門とし

ての役割 

 

具
体
的 

市
民 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

抽
象
的 

市
民 


